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梓
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晴

後
薄
曇
 

本
日

の
参

加
は

川
島

だ
け

の
た

め
、
コ

ン
ビ

ニ
で

夕
食
・
朝

食
・
飲

料
水

・

氷
を

調
達

し
、

持
経

宿
に

８
時

半
前

に
到

着
・
 

本
行

事
は

、
先

日
設

置
し

た
立

掛
け

薪
小

屋
の

両
サ

イ
ド

に
入

口
・

外
壁

波
ト

タ
ン

を
張

る
た

め
の

、
下

地
作

り
( 間

柱
を

立
て

胴
縁

打
付

け
) と

薪
棚

設
置

作
業

で
あ

る
。
 

持
経

宿
改

築
に

伴
い

お
堂

横
に

仮
薪

置
場

を
設

置
し

た
が

、「
世

界
遺

産
・

参
詣

道
」

沿
い

に
あ

り
、

薪
小

屋
を

設
置

し
て

出
来

る
だ

け
早

く
撤

去
し

、

改
築

前
の

状
況

に
戻

す
必

要
が

あ
る

。
 

持
経

宿
桁

を
支

え
る

柱
に

添
っ

て
筋

交
い

材
を

打
付

け
て

薪
小

屋
の

宿
側

柱
と

す
る

。
 

宿
の

基
礎

横
に

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク
( ６

㎝
) 上

に
、

廃
材

垂
木

を
１

８
０

０
㎝

に
切

り
、

コ
ー

ス
ス

レ
ッ

ド
ビ

ス
(7
5
0
か

9
0
0
㎜
) を

イ
ン

パ
ク

ト
ド

ラ
イ

バ
ｰ
―

を
使

っ
て

止
め

薪
棚

下
段

と
す

る
。
そ

の
上

７
５

㎝
、
１

５

０
㎝

の
位

置
に

も
垂

木
を

打
止

め
３

段
薪

棚
と

す
る

。
 

1
人

な
の

で
片

側
を

適
当

な
支

え
材

の
上

に
乗

せ
、

片
側

を
止

め
レ

ベ
ル

で
水

平
を

確
認

し
て

止
め

て
ゆ

く
の

で
手

間
が

か
か

る
。
 

薪
小

屋
の

有
効

幅
は

１
４

０
㎝

。
便

槽
基

礎
の

関
係

か
ら

玄
関

幅
を

７
１

㎝
・

高
さ

１
７

８
㎝

と
し

て
、

下
段

と
１

７
８

㎝
の

位
置

に
両

端
柱

に
胴

縁

を
仮

止
め

し
て

、
宿

外
壁

ト
タ

ン
か

ら
３

５
㎝

、
７

１
㎝

の
位

置
に

間
柱

を

立
て

、
上

端
を

垂
木

に
止

め
終

え
た

時
点

で
昼

食
と

す
る

。
 

休
憩

し
て

い
る

と
、

１
２

時
１

５
頃

に
青

木
氏

が
、

深
仙

宿
か

ら
８

月
中

旬
に

奥
駈

道
全

縦
走

の
下

見
と

デ
ポ

を
兼

ね
て

到
着

。
 

台
風

１
１

号
の

倒
木

を
一

部
処

理
し

て
下

さ
り

、
春

先
に

倒
伏

・
傾

い
た

石
柱

道
標

を
立

て
直

し
た
石

柱
は

、
現
在

は
し

っ
か

り
立

っ
て

い
る

と
の
こ

と
。
霜

柱
等

の
冬
季

を
経

な
い

と
現

状
復

帰
の
評
価

は
出

来
な

い
だ
ろ
う

が

期
待

が
持

て
そ
う

だ
。
 

午
後

か
ら

。
青

木
氏

が
材

の
片
方

を
支

え
て

レ
ベ

ル
を

確
認

し
て
頂

い
た

の
で
能
率

が
上

が
り

３
段

棚
の
骨
組
み

が
１

５
時

前
に
完
了

す
る

。
 

気
温

は
２

７
℃

前
後

だ
が

、
風

が
無

い
の

で
た

っ
ぷ

り
汗

を
か

く
。

夕
立

が
来

そ
う

な
薄
暗

い
空

と
な

り
１

６
時
過
ぎ

に
作

業
を

終
了

す
る

。
 

 
 

薪
小

屋
両

サ
イ

ド
の

間
柱

と
薪

棚
、

 
夕

食
懇

談
中
 

 青
木

さ
ん

は
先
週

、
上
葛

川
～
笠
捨

山
～

行
仙

宿
～

２
１

世
紀

の
森
分
岐

間
の

点
検
巡
視

を
し

て
下

さ
り

、
お

堂
横

の
石
垣
崩
壊

に
続
き

、
台

風
１

１

号
に
よ

り
笠
捨

山
か

ら
の

下
り

と
、

行
仙

宿
・

行
者

堂
横

の
杉

木
立

が
斜

め

に
倒
れ

る
被
害

が
目

立
つ

と
の
こ

と
。

持
経

宿
改

築
で

行
仙

宿
へ

の
巡

回
が

滞
っ

て
い

る
時

だ
け

に
情
報

は
あ

り
が

た
い

。
皆

さ
ん

も
改

築
作

業
行

事
日

が
合
わ

な
く

と
も

、
南

奥
駈

道
を

時
に

は
歩

い
て
頂
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
 

ビ
ー

ル
と

飲
み

か
け

の
お
酒

・
太

平
洋

で
疲
れ

も
あ

り
、
酒

の
回

り
も

早

く
２

０
頃

に
就
寝

。
 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

鵜
殿

6
:3
0
→
8
:2
0
持

経
宿
→
1
1
:5
0
昼

食
/1
2
:5
0
→

間
柱

と
薪

棚
設

置

1
6
:2
0
→
1
7
:2
0
夕

食
→
2
0
:0
0
就
寝

。
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５
時

半
過
ぎ

に
起
き

て
、

薪
小

屋
内

に
落

と
し

た
釘

・
ビ

ス
を
拾

っ
て

サ

イ
ズ
別

に
揃

え
て

作
業

に
備

え
る

。
 

朝
食

後
、
青

木
・
川

島
で

胴
縁

を
打
ち

終
え

た
９

時
前

に
新

宮
組

３
人
( 沖

崎
、
畑

林
秀
、
橋

本
) と
少

し
遅
れ

て
梶

野
氏

が
到

着
し
冷

た
い
ハ
ウ

ス
ミ
カ

ン
な
ど
頂

く
。
 

沖
﨑

・
橋

本
さ
ん

は
、
千

年
檜
祠

と
不
動

堂
の

お
供

え
を

お
盆
菓
子

に
取

替
え

。
梶

野
氏

は
、

お
堂

の
鼻
隠

し
・
破

風
板

と
薪

小
屋

間
柱

な
ど

の
防
腐

剤
塗
装

。
 

廃
外

壁
波

ト
タ

ン
の
傷
み

の
少

な
い
物

を
選
び

、
必

要
サ

イ
ズ

に
鉄
工
用

の
円
鋸
刃

で
川

島
が

切
断

し
、

青
木

・
畑

林
氏

が
笠
釘

で
薪

小
屋

外
壁

波
ト

タ
ン

を
胴

縁
に

打
ち

止
め

る
。
途

中
、

沖
﨑

氏
も

加
勢

。
 

そ
の

後
、

沖
﨑

、
橋

本
氏

は
、

お
堂

の
余
分

な
コ

ン
パ
ネ

を
薪

棚
板

に
な

る
よ
う

に
切
断

・
細
工

さ
れ

た
。
 

昼
食

後
、
完

成
し

た
薪

棚
へ

沖
﨑

・
橋

本
・

青
木

氏
が

、
仮

薪
置

場
か

ら

設
置

し
た

薪
棚
へ
運
搬

。
 

 
 

 
薪

運
搬

し
薪

棚
に

積
込

み
 

 
 

外
壁

波
ト

タ
ン

張
り
 

川
島

・
畑

林
・

梶
野

氏
は

、
屋
根

の
勾
配

垂
木

に
合
う
様

に
、
現
物

あ
わ

せ
で

波
ト

タ
ン

を
切

り
張

る
。
 

新
薪

小
屋

が
略
満
杯

に
な

る
が

、
仮

薪
置

場
の

薪
は
多

く
て

、
ま

だ
か

な

り
の
量

が
残

る
が

、
お
陰

で
玄

関
前

の
廃

材
は
無

く
な

り
ス

ッ
キ

リ
し

た
。
 

雨
水

槽
の
目
隠

し
は

、
梶

野
氏

が
相
シ
ャ

ク
リ

野
地
板

で
化
粧
直

し
。
 

梶
野

・
青

木
両

氏
は

、
旭

口
登

山
口

の
青

木
車

回
送

の
た

め
１

５
時

頃
に

下
山

。
 

新
宮
組

は
休

憩
後

、
廃

材
の
整

理
と

畑
林

氏
屋
根

・
ト
ユ

上
の
枯
れ
枝
等

を
箒

で
掃
き
落

し
後

、
戸
締

り
し

て
下

山
。
 

三
叉
路

の
廃

材
置

場
は

、
現

状
の

一
段

下
に
再

設
置

し
て

小
屋
周

り
の
残

材
を
移

す
作

業
が
未

だ
残

っ
て

い
る

。
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起
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5
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→
6
:1
5
朝
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作
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9
:1
0
休

憩
9
:3
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1
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1
2
:3
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作
業

終
了

1
4
:4
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( 青

木
・

梶
野

氏
１

５
時

頃
下

山
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持
経

宿

1
5
:3
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→
1
7
:2
0
新

宮
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